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都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
社
会
教
育

委
員
連
絡
協
議
会
等
事
務
局
担
当
者
会
議

（
以
下
「
担
当
者
会
議
」）
を
、
第
66
回
全

国
社
会
教
育
研
究
大
会
茨
城
大
会
の
初
日

（
令
和
６
年
10
月
23
日
（
水
））
に
、
茨
城

県
水
戸
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
数
は
29
府
県
・
市
か
ら
計
41
名

で
し
た
。

　

今
回
の
会
議
内
容
は
、都
道
府
県
・
政
令

指
定
都
市（
以
下「
都
道
府
県
等
」）の
社
会

教
育
委
員
連
絡
協
議
会
の
事
務
局
担
当
者

が
、
①
組
織
の
構
成
員
や
形
態
は
多
様
で

あ
る
こ
と
、
②
事
業
や
運
営
も
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
こ
と
の
２
点
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
事
例
発
表
と
意
見
交
換
を

内
容
と
し
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
は
、
一
名
は
４
月
の
機
構
改

革
で
社
会
教
育
行
政
部
署
が
教
育
研
究
所

に
移
っ
た
こ
と
に
加
え
、
事
務
局
担
当
者

の
経
験
が
比
較
的
長
い
奈
良
県
に
、
も
う

一
名
は
県
公
民
館
連
絡
協
議
会
事
務
局
と

一
体
の
組
織
で
運
営
し
、
市
役
所
の
生
涯

学
習
課
に
事
務
局
を
置
く
岩
手
県
に
発
表

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

・
奈
良
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

事
務
局
西
英
樹
氏

　

・
岩
手
県
社
会
教
育
連
絡
協
議
会
事
務

局
津
久
井
絵
理
子
氏

　

発
表
の
内
容
は
以
下
を
中
心
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

⑴
社
会
教
育
連
絡
協
議
会
の
概
要

　

①
組
織
、
構
成
メ
ン
バ
ー
な
ど

　

②  

会
長
等
役
員
の
決
め
方
、会
費
負
担

　

③  

基
本
的
な
デ
ー
タ
把
握
な
ど
、
県

教
委
と
の
分
担

　

④  

地
区
の
数
と
地
区
で
の
活
動
な
ど

⑵  

理
事
会
・
総
会
等
会
議
の
名
称
と
年

間
の
回
数
・
形
態

⑶
事
業

　

①  

研
修
︱
回
数
・
対
象
・
形
態
な
ど

　

②  

刊
行
物
︱
会
報
や
手
引
き
等
の
発
行

⑷
各
地
区
の
活
動
・
会
議
の
回
数
等

　

こ
れ
ら
の
事
例

発
表
を
も
と
に
、

質
疑
応
答
、
出
席

者
に
よ
る
事
例
報

告
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
都
道
府

県
等
の
ブ
ロ
ッ
ク

分
け
の
有
無
、
社
会
教
育
委
員
対
象
研
修

の
企
画
立
案
の
方
法
・
回
数
、
岩
手
県
社

会
教
育
連
絡
協
議
会
の
運
営
へ
の
県
教
育

委
員
会
に
よ
る
支
援
方
法
な
ど
の
情
報
や

意
見
の
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
、
出
席
者
か
ら
「
他
県
の

事
例
が
も
っ
と
聞
き
た
か
っ
た
」、「
研
修

の
企
画
や
実
施
の
方
法
が
県
に
よ
っ
て
異

な
る
こ
と
を
知
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

　

こ
の
担
当
者
会
議
は
全
国
の
都
道
府
県

等
の
事
務
局
担
当
者
が
一
堂
に
会
し
て
情

報
交
換
や
協
議
を
行
う
貴
重
な
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
全
国
大
会
岩

手
大
会
の
初
日
に
も
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

（
常
務
理
事　

稲
葉
隆
）

　

第
69
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
は

東
海
北
陸
地
区
・
愛
知
県
で
開
催
す
る

こ
と
が
、
先
の
総
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
日
程
や
開
催
地
な
ど
は
こ

れ
か
ら
愛
知
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協

議
会
や
近
畿
地
区
で
検
討
さ
れ
、
総
会

等
で
報
告
・
承
認
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
７
・
８
年
度
全
国
大
会

及
び
地
区
大
会
の
開
催
予
定
情
報
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

適
宜
更
新
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 令和6年度事務局担当者会議報告
● 第66回全国大会茨城大会報告
● 第67回全国大会岩手大会ご案内
● 令和６年度地区別社会教育研究大会 報告
● 北から南から
　 福島県市町村社会教育委員連絡協議会

会長 猪股純一
　　和歌山県社会教育委員連絡協議会

会長 辻　敏弘
　　島根県社会教育委員連絡協議会

会長 有馬毅一郎
● 理事会・総会報告など
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事
務
局
担
当
者
会
議
を
開
催

第
69
回
全
国
大
会
（
令（２

０
２
７
）

和
９
年
度
）
は

愛
知
県
で
開
催

令
和
６
年
度
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第
66
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
茨

城
大
会
、
第
55
回
関
東
甲
信
越
静
社
会

教
育
研
究
大
会
茨
城
大
会
、
第
10
回
関

東
近
県
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
実
践
研

究
交
流
会
は
、
令
和
6
年
10
月
23
日
か

ら
25
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
水
戸
市

民
会
館
に
お
い
て
、
全
国
各
地
か
ら
１
，

０
０
０
人
以
上
の
参
加
を
得
て
、
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、「
彰
し
ょ
う

往お
う

考こ
う

来ら
い

～
人
を
つ

く
り 

人
を
つ
な
ぎ 

地
域
を
つ
く
る 

未

来
の
社
会
教
育
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

研
究
主
題
を
「
誰
一
人
と
し
て
取
り
残

さ
な
い
社
会
を
目
指
す
社
会
教
育
の
あ

り
方
～
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
を
支
え

る
～
」
と
し
、
社
会
的
包
摂
を
意
識
し

つ
つ
、
次
代
の
社
会
を
担
う
「
子
ど
も

た
ち
」
の
育
成
に
焦
点
を
当
て
、
皆
様

と
と
も
に
学
び
合
え
る
場
を
設
定
い
た

し
ま
し
た
。

　

歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、「
子

ど
も
梅
大
使
」
と
し
て
偕
楽
園
で
の
お

も
て
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
水
戸
市
立
五
軒
小
学
校
５
、６

年
児
童
が「
合
唱
」と「
偕
楽
園
記
暗
唱
」

を
行
い
ま
し
た
。
水
戸
の
歴
史
を
大
事

に
し
、
堂
々
と
発
表
す
る
姿
に
、
感
動

し
た
と
多
く
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
後
は
、「
あ
な
た
の
知
ら

な
い
名
字
の
世
界
～
名
字
に
は
隠
れ
た

日
本
文
化
が
あ
る
～
」
と
題
し
、
多
く

の
メ
デ
ィ
ア
に
御
出
演
さ
れ
て
い
る
名

字
研
究
家
の
髙
信
幸
男
氏
に
よ
る
記
念

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
全
国
の
珍
し
い

名
字
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

名
字
と
地
域
の
関
係
性
や
、
地
域
特
有

の
名
字
の
成
り
立
ち
な
ど
に
つ
い
て

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
普
段
な
ら
あ
ま
り
気
に
す

る
こ
と
の
な
い
で
あ
ろ
う
身
近
な
名
字

か
ら
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
へ
の
関
心

を
高
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
支
え
る
た
め
に
社
会
教

育
は
何
が
で
き
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
金
藤
ふ
ゆ
子
氏
の
進
行
の
も
と
、

前
半
は
横
田
能
洋
氏
、
長
谷
川
馨
氏
、

早
川
愛
氏
の
３
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
の
話
題
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
、
後
半
は
登
壇
者

同
士
の
意
見
交
換
を
中
心
に
協
議
を
進

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
と
お
し
て
、
視
野
を
広
げ
地
域
を

俯
瞰
す
る
と
と
も
に
、
連
携
の
大
切
さ

等
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
へ
の
示
唆
を
示

せ
た
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

　

分
科
会
で
は
、「
地
域
と
学
校
の
連

携
・
協
働
」、「
家
庭
教
育
の
充
実
支
援
」、

「
若
者
の
主
体
的
活
動
の
促
進
」、「
社

会
的
包
摂
の
実
現
」、「
社
会
教
育
委
員

の
役
割
」
と
５
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
優
れ
た
実
践
事
例
の

発
表
と
御
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
の
活

発
な
意
見
交
換
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

登
壇
者
と
参
加
者
が
一
体
と
な
り
、
地

域
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
考
え
、
取

組
の
視
点
や
方
法
を
探
り
な
が
ら
学
び

を
深
め
る
姿
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
主

催
者
と
し
て
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
し
た
。

　

３
日
間
の
大
会
を
通
し
て
、「
良
い

学
び
に
な
っ
た
」「
刺
激
に
な
り
、
頑

張
ろ
う
と
思
っ
た
」
等
の
好
意
的
な
お

言
葉
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
大

会
が
、
皆
様
の
新
た
な
気
付
き
や
都
道

府
県
の
枠
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
「
茨
城
に
来
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
大
会
に
し
よ
う

と
、
約
２
年
間
準
備
を
進
め
、
当
日
も

「
オ
ー
ル
茨
城
」
を
合
言
葉
に
取
り
組

ん
だ
茨
城
県
内
各
市
町
村
の
社
会
教
育

委
員
や
関
係
職
員
、
社
会
教
育
関
係
者

の
皆
様
を
は
じ
め
、
協
力
し
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
社
教
連
の
皆
様
、
全
国
か
ら

参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
、
心
よ
り
感

謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
の
岩
手
大
会
が
、
全

国
か
ら
多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
充

実
し
た
大
会
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

第
66
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
茨
城
大
会
を
終
え
て

第
66
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
茨
城
大
会

実
行
委
員
会
委
員
長　

稲
葉　

里
子
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学びと絆で未来を拓く！
社会教育のイーハトーブをめざして in いわて

　岩手山を中心に広がる山々。海と陸が織りなす造形が美しい三陸海岸。世界遺産「平泉」や「橋野鉄鉱山」、
「御所野遺跡」などの歴史と文化を物語る多くの史跡。さらに県内各地に点在する温泉郷では、日々の疲れを
癒してくれる宿が人々を温かく迎え入れてくれます。この岩手県に、全国の社会教育関係者が一堂に会し、共
に学び、絆を深め、地域の未来のために語り合うことができるのは何よりの喜びであり、私たちの幸せです。
　さて、現代の社会は、人と人との「つながり」の希薄化、困難な状況にある人々に関する課題が顕在化 ・
深刻化しており、社会教育が果たす役割はますます重要になっています。
　そのような状況の中で開催される今大会の研究主題「共に学び支えあう社会教育の実践」は、個人の幸せ
とともに、地域が幸せや豊かさを感じられるものとなるウェルビーイングの実現のために、着実に取組を「実
践」していこうとする私たちの決意でもあります。
　文学、農業、教育、地質学などさまざまな分野に才能を発揮した岩手の偉人・宮沢賢治は詩「雨ニモマケズ」
の中で「東ニ病気ノコドモアレバ“行ッテ”看病シテヤリ」と記しています。宮沢賢治は、イーハトーブという
理想郷の実現のために、課題解決への対策を「実践」することが大切だと考えていたのではないでしょうか。
　この大会では、社会教育委員をはじめ社会教育に携わる仲間たちが、地域の幸せを願い、より良くして
いこうとする実践を共有したいと思います。そして、「自分たちが学び、発見したことを地域の課題解決に
も生かすことができる」という社会教育の魅力と可能性を実感できる大会にしていきたいと考えます。

岩手県社会教育連絡協議会会長
第67回全国社会教育研究大会岩手大会実行委員会委員長　大橋　清司

●大会の概要
１　研究主題 共に学び支えあう社会教育の実践～ウェルビーイングの実現に向けて～

２　期　　日 令和7年10月29日（水）～31日（金）

３　会　　場 盛岡市民文化ホール大ホール（盛岡市盛岡駅西通2-9-1）ほか

４　参 加 費 一人　５,０００円（大会資料代）

５　大会日程

 

【１日目】 

10/29 
（水） 

 

全国社会教育
委員連合 
理事会 

都道府県・政令指定都市 

社会教育委員連絡協議会等 

事務局担当者会議 

 

14:00～15:30 16:00～17:30 

【２日目】 
10/30 

（木） 

 

全国社会
教育委員
連合総会 

受付 

全体会 
東北社連 
東北公連 
理事会 

情報 
交換会 

アトラ
クショ

ン 

開会行事 
表彰式 

記念講演 シンポジウム 
閉会 
行事 

10:00～

11:30 
11:30～12:30 12:30～

12:50 
13:00～13:50 14:00～15:20 15:30～16:50 17:15 

終了 
17:45～18:15 18:30～20:30 

【3 日目】 
10/31 

（金） 

 
 
 

受付 

 
 
 

分科会 

 

9:00～ 

9:30 
9:30～12:00 

 

分科会テーマ 
第 1 分科会 社会教育委員の役割 

第 2 分科会 家庭教育支援 

第 3 分科会 学校・地域の連携・協働 

第 4 分科会 人づくり・つながりづくり・地域づくり 

第 5 分科会 公民館（社会教育施設）の役割 

 
わんこきょうだいは、（公財）岩手県観光協会の登録商標です。 

ご案内
第67回全国社会教育研究大会岩手大会
令和７年度東北地区社会教育研究大会・第70回東北地区公民館大会
第71回岩手県公民館・令和7年度岩手県社会教育委員研究大会
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北
海
道
地
区

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と�

こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育

～�
こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育
委
員
に

求
め
ら
れ
る
も
の
～

　

第
63
回
北
海
道
社
会
教
育
研
究
大
会

（
オ
ホ
ー
ツ
ク
大
会
）
は
、
11
月
１
日
、

２
日
に
網
走
市
に
お
い
て
３
７
９
名
の

参
加
を
得
て
、
５
年
ぶ
り
に
対
面
で
開

催
し
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
地
元
女
声
コ
ー
ラ
ス
の

美
し
い
歌
声
で
迎
え
ら
れ
、
開
会
式
・

永
年
勤
続
功
労
表
彰
式
の
後
、
若
宮
正

子
氏
の
特
別
講
演
で
は
デ
ジ
タ
ル
生
活

の
体
験
か
ら
年
齢
に
関
係
な
く
人
生
を

豊
か
に
す
る
た
め
学
び
続
け
る
大
切
さ

に
つ
い
て
気
づ
き
を
頂
き
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
管

内
の
女
性
社
会
教
育
委
員
が
パ
ネ
ラ
ー

と
な
り
社
会
教
育
委
員
の
や
り
が
い
や

存
在
意
義

な
ど
に
つ

い
て
熱
く

語
り
合
い

ま
し
た
。

２
日
目
は
、

４
分
科
会

で
そ
れ
ぞ

れ
の
個
別

テ
ー
マ
と

「
社
会
教

育
委
員
の
存
在
理
由
」
の
共
通
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
・
討
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
社
会
教
育
の
基
盤
と

な
る
「
学
び
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
強
化
」
を
通
し
て
参
加
者
同
士

が
情
報
共
有
を
図
り
、
学
び
を
通
じ
て

こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育
活
動
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。
大
会
の
成
果
が
課
題
解

決
や
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
う

と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
参
加
・
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
63
回
北
海
道
社
会
教
育
研
究
大
会�

（
オ
ホ
ー
ツ
ク
大
会
）

�

大
会
長　

岩
野　

真
志

東
北
地
区

学
び
を
生
か
し
、つ
な
が
り
を�

つ
く
り
出
す
社
会
教
育
の
実
践

　

令
和
６
年
度
東
北
地
区
社
会
教
育
研

究
大
会
は
全
国
公
民
館
研
究
集
会
及
び

東
北
地
区
公
民
館
大
会
と
合
同
開
催
に

て
11
月
14
・
15
日
に
青
森
県
青
森
市
で

開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
２
日
間
で

延
べ
約
６
８
０
人
と
な
り
、
盛
大
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
津
軽

三
味
線
部
の
皆
様
に
力
強
さ
と
若
々
し

さ
の
あ
ふ
れ
る
音
色
を
奏
で
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

記
念
講

演
で
は
、

オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や

世
界
選
手

権
で
活
躍

し
た
福
士

加
代
子
氏

か
ら
、
幼

少
期
か
ら

高
校
生
ま

で
過
ご
し

た
青
森
や
実
業
団
で
得
た
つ
な
が
り
に

つ
い
て
会
場
全
体
を
笑
顔
で
あ
ふ
れ
さ

せ
る
軽
快
な
ト
ー
ク
で
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
５
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、

事
例
発
表
と
参
加
者
と
の
意
見
交
換
を

通
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け

る
個
人
と
地
域
全
体
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
向
上
を
目
指
す
た
め
の
方
策
に

つ
い
て
学
び
合
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
大
会
を
開
催
で
き
ま
し

た
の
は
、
ひ
と
え
に
学
び
た
い
と
強
い

思
い
を
持
っ
て
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
、
大
会
の
準
備
や
運
営
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆

様
の
お
陰
で
あ
る
と
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
度
東
北
地
区
社
会
教
育
研
究

大
会
実
行
委
員
会

�

実
行
委
員
長　

白
川
喜
代
美

東
海
北
陸
地
区

目
指
そ
う
！�

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
社
会

～�

家
庭
や
地
域
の�

教
育
力
向
上
を
通
し
て
～

　

第
55
回
東
海
北
陸
社
会
教
育
研
究
大

会
富
山
大
会
は
、
第
52
回
富
山
県
社
会

教
育
大
会
と
合
同
開
催
で
10
月
10
日
・

11
日
に
富
山
県
民
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。２
日
間
で
延
べ
１
，
１
０
０
名
を

超
え
る
参
加
と
な
り
、
盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
日
の
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

越
中
五
箇
山
こ
き
り
こ
唄
保
存
会
の
皆

様
に
、
富
山
県
南
砺
市
の
五
箇
山
地
方

に
伝
わ
る
日
本
で
最
も
古
い
民
謡
の
一

つ
で
あ
る
「
こ
き
り
こ
」
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
念
講
演
は
、
富

山
県
在
住
の
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
イ

ナ
ガ
キ
ヤ
ス
ト
氏
を
講
師
に
「
未
来
ま

で
残
し
た
い
『
♯
富
山
の
本
気
』」
と
題

し
、
イ
ナ
ガ
キ
さ
ん
の
写
真
を
交
え
な

が
ら
、
米
原
由
紀
子
氏
と
の
対
談
形
式

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
５
つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
、
６
県
１
市
か
ら
の
話
題
提
供
に
基

づ
き
、
活
発
な
協
議
や
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
を
通
し
て
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
向
上
に
向
け
た
新
た
な
社
会
教

育
の
振
興
方
策
に
つ
い
て
研
鑽
を
深
め
、

社

会

教

育

研

究

大

会

報

告
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社
会
教
育

委
員
の
果

た
す
役
割

が
重
要
で

あ
る
こ
と

を
確
認
す

る
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。

　

本
大
会

に
ご
参

加
・
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

第
55
回
東
海
北
陸
社
会
教
育
研
究
大
会

富
山
大
会
実
行
委
員
会

�

実
行
委
員
長　

山
西　

潤
一

近
畿
地
区

人
が
つ
な
が
り
あ
う
地
域
を

め
ざ
し
て

～�

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
る

社
会
教
育
の
あ
り
方
～

　

令
和
６
年
度
近
畿
地
区
社
会
教
育
研

究
大
会
京
都
大
会
は
、
９
月
６
日
に
京

都
テ
ル
サ
を
会
場
に
７
０
０
名
を
超
え

る
参
加
を
得
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

午
前
中
の
全
体
会
で
は
、
公
益
財
団

法
人
鷹
山
保
存
会
の
皆
様
に
よ
り
祇
園

囃
子
の
生
演
奏
を
披
露
い
た
だ
く
と

と
も
に
、「
祇
園
祭
『
鷹
山
』
１
９
６
年

ぶ
り
の
復

活
～
人
が

つ
な
が
り
、

想
い
を
つ

な
ぐ
～
」

と
題
し
て

記
念
講
演

を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、

午
後
か
ら

は
５
つ
の

分
科
会
で
近
畿
各
府
県
か
ら
の
実
践
事

例
の
発
表
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
参

加
者
間
で
活
発
な
討
議
・
意
見
交
流
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
地
域
で
の
活

動
に
、
多
く
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、「
つ
な
が
り
」「
京

都
ら
し
さ
」「
お
も
て
な
し
の
心
」
を

大
切
に
本
大
会
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

御
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
そ
の
思
い

を
少
し
で
も
感
じ
て
い
た
だ
け
た
な
ら

幸
い
で
す
。

　

最
後
に
、
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、
大
会
の
準
備
や
運
営
に
御
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
度
近
畿
地
区
社
会
教
育
研
究
大
会�

京
都
大
会
実
行
委
員
会

�

実
行
委
員
長　

京
谷　

安
泰

中
国
・
四
国
地
区

「
阿
波
か
ら
巡
り�

共
に
歩
も
う
！
」

学
び�

支
え�

つ
な
が
る
社
会
教
育

　

徳
島
市
の
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
で
、
11

月
28
～
29
日
、
６
０
０
名
を
超
え
る
参

加
者
を
迎
え
、
第
46
回
中
国
・
四
国
地

区
社
会
教
育
研
究
大
会
徳
島
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

大
会
１
日
目
は
、
県
立
徳
島
商
業
高

等
学
校
阿
波
踊
り
部
に
よ
る
、
雄
大
か

つ
繊
細
な
演
舞
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
な
ぜ
、
過
疎
の
町

で
あ
る
神
山
町
に
、
最
先
端
の
高
専
が

誕
生
し
た
の
か
を
、
そ
の
仕
掛
け
人　

大
南　

信
也
氏
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
地
域
の
未
来
に
展
望
を
開
く
希
望

に
満
ち
た
お
話
で
し
た
。
続
く
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
阪
根 

健

二 

鳴
門
教
育
大
学
特
命
教
授
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
、

３
名
の
地

域
づ
く
り

実
践
者
を

パ
ネ
リ
ス

ト
に
迎

え
、「
誰

も
が
輝
く
、

ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン

グ
の
社
会

を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
議
論
を

深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
４
つ
の
分
科
会
に
別
れ
、

各
分
科
会
で
、
県
外
及
び
県
内
の
各
２

つ
の
事
例
が
報
告
さ
れ
、
熱
心
に
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
学
び
あ
い
の
中
で
得
ら
れ

た
知
見
が
、
参
加
者
各
位
の
参
考
と
な

り
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
ま
た
、
大
会

開
催
に
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

第
46
回
中
国
・
四
国
地
区
社
会
教
育
研
究
大
会

徳
島
大
会
実
行
委
員
会

�

実
行
委
員
長　

馬
場
祐
次
朗

九
州
地
区

未
来
に
向
か
う
社
会
教
育
の

風
は
南
か
ら

～
自
治
と
協
働
の
力
を
育
む�

こ
れ
か
ら
の
人
づ
く
り
・
つ
な

が
り
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
～

　

第
54
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
教
育
研

究
大
会
を
、
標
題
の
研
究
テ
ー
マ
の
も

と
、
11
月
７
・
８
日
に
鹿
児
島
県
鹿
児

島
市
に
お
い
て
、
６
０
０
人
を
超
え
る

参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
分
科
会
で
は
、「
社
会
教

育
委
員
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
か
か

わ
り
」「
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
人

づ
く
り
」「
多
様
な
主
体
と
連
携
し
た

つ
な
が
り
づ
く
り
」「
世
代
が
つ
な
が
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地
域
の
課
題
解
決
に 

向
け
た
活
動
の
た
め
に

　

私
達
社
会
教
育
委
員
は
、
ど
の
よ
う

な
法
律
の
下
で
委
嘱
さ
れ
た
の
か
調
べ

て
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
次
の
よ
う
な

こ
と
が
解
り
ま
し
た
。

社
会
教
育
法 

第
４
章 

社
会
教
育
委
員

　
（
社
会
教
育
委
員
の
設
置
）

　

第 

15
条　

都
道
府
県
及
び
市
町
村
に

社
会
教
育
委
員
を
置
く
こ
と
が
で

き
る
。

　

２ 　

社
会
教
育
委
員
は
、
教
育
委
員

会
が
委
嘱
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
社
会
教
育
委
員
の
設

置
は
義
務
で
は
な
く
任
意
で
あ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
も
あ
っ
て
か
各
地
方
公
共
団
体
に
お

い
て
社
会
教
育
委
員
に
対
す
る
認
識
の

違
い
等
で
取
り
組
み
や
活
動
予
算
に
温

度
差
が
あ
り
、
社
会
教
育
委
員
の
具
体

的
な
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に

よ
っ
て
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
教
育
委
員

の
設
置
目
的
を
考
え
ず
、
そ
の
委
嘱
を

疑
問
視
す
る
市
町
村
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
も
見
ら
れ
る
中
、
私

達
は
形
骸
化
し
た
社
会
教
育
委
員
を
ど

の
よ
う
に
導
い
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
私
は
や
は
り
社
会
教
育
委

員
と
し
て
の
自
覚（
意
識
）を
持
ち
、
自

己
研
鑽
に
努
め
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
少

子
高
齢
化
時
代
の
新
し
い
地
域
づ
く
り

に
向
け
た
社
会
教
育
の
あ
り
方
の
難
し

さ
な
ど
、
社
会
変
動
が
激
し
い
現
代
社

会
に
あ
っ
て
、
社
会
教
育
の
重
要
性
は

言
う
ま
で
も
な
く
益
々
大
き
く
な
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
社

会
環
境
に
あ
っ
て
私
達
社
会
教
育
委
員

は
、
地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
の
方
向

性
と
し
て
、中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
も

あ
る
よ
う
に
「
社
会
教
育
」
を
基
盤
と
し

た
、人
づ
く
り
・
つ
な
が
り
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
、貧
困
、つ
な
が
り
の
希
薄
化
、社
会

的
孤
立
、
地
方
財
政
の
悪
化
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
向
け
た
取
組
等
、持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
課
題
は
山
積
し

て
お
り
ま
す
。
各
地
の
地
域
課
題
解
決

の
た
め
に
、福
島
県
市
町
村
社
会
教
育
委

員
連
絡
協
議
会
と
し
て
、社
会
教
育
委
員

一
人
一
人
が
課
せ
ら
れ
た
役
割
へ
の
自

覚
を
持
っ
て
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

る
地
域
づ

く
り
」
の

４
つ
を

テ
ー
マ
と

し
、
九
州

各
県
か
ら

実
践
事
例

を
発
表
し

て
い
た
だ

い
た
後
、

そ
れ
ぞ
れ

の
討
議
の
柱
に
沿
っ
て
、
熱
心
な
研
究

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
全
体
会
は
、
鹿
児
島
高
等

学
校
音
楽
部
の
合
唱
「
歓
迎
の
歌
」
で

始
ま
り
、
記
念
講
演
と
し
て
「
種
子
島

ア
ク
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
」
代
表
の
高
磯
勝

俊
氏
が
、「
離
島
閃
隊
タ
ネ
ガ
シ
マ
ン
」

に
よ
る
地
域
（
離
島
）
活
性
化
の
具
体

例
を
、
楽
し
く
そ
し
て
分
か
り
や
す
く

話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
各
市
町
の
取
組

の
事
例
を
聴
け
て
、
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。」「
社
会
教
育
活
動
の
参
考
に

な
り
、
社
会
教
育
研
究
大
会
に
ふ
さ
わ

し
い
講
演
で
し
た
。」
等
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
様
の
参
加
と
御
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
54
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
社
会
教
育
研
究
大
会�

鹿
児
島
大
会
実
行
委
員
会

�

委
員
長　

岩
橋　

恵
子

政
令
指
定
都
市
大
会

　

令
和
６
年
度
指
定
都
市
社
会
教
育
主

管
課
長
会
議
及
び
社
会
教
育
委
員
連
絡

協
議
会
は
、
令
和
６
年
７
月
５
日（
金
）

に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
で
は
、
左
記
の
議
題
１
及
び
議

題
２
に
つ
い
て
諮
ら
れ
、
両
議
題
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
議
題
１　

提
案
協
議
題
に
つ
い
て

　

 　

開
催
市
で
割
り
当
て
た
協
議
題
に

つ
い
て
、
各
都
市
か
ら
の
回
答
報
告

書
を
も
と
に
質
問
や
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

▼�
議
題
２　

一
般
社
団
法
人
全
国
社
会

教
育
委
員
連
合
表
彰
者
の
推
薦
に
つ

い
て

　

 　

表
彰
候
補
者
４
名
の
推
薦
を
提
案

し
ま
し
た
。

　

 

北
九
州
市　

宮
本
和
代
／
相
模
原
市

　

石
川
利
江
／
広
島
市　

松
本
直
子

／
千
葉
市　

三
野
宮
純
一

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
で

行
い
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
御
担
当
者
様
に
は
当
会
議
に
向

け
た
各
種
資
料
の
提
出
等
に
御
協
力
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
令
和
７
年
度
開
催
都
市
に
つ

い
て
は
、
開
催
順
に
基
づ
き
、
神
戸
市

と
な
り
ま
し
た
。

政
令
指
定
都
市
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
事
務
局

京
都
市
教
育
委
員
会
事
務
局�

生
涯
学
習
推
進
課
長　

小
野　

優
子

福島県市町村�
社会教育委員連絡協議会
会長　猪股純一

北
か
ら
南
か
ら



第96号 令和7年２月28日社 教 連 会 報

（7）

地
に
つ
い
た
社
会
教
育
へ

　

過
去
の
在
職
40
余
年
間
は
学
校
教
育

を
主
軸
に
、
社
会
教
育
、
家
庭
教
育
に

も
関
わ
っ
て
い
た
。
退
職
後
は
、
結
果

と
し
て
社
会
教
育
に
傾
注
し
て
き
た
。

間
も
な
く
県
、
市
の
社
会
教
育
委
員
と

し
て
の
20
数
年
も
「
会
長
」
と
し
て
の

15
年
間
も
終
え
る
。

　

島
根
と
い
う
地
方
に
あ
っ
て
、
長
期

に
渡
り
社
会
教
育
の
変
遷
を
体
感
し
て

き
て
、
今
、
い
く
つ
か
の
思
い
が
浮
か

ん
で
い
る
。

　

昭
和
四
、五
十
年
代
頃
に
実
施
し
た

事
業
は
、
今
か
ら
見
れ
ば
潤
沢
と
も
言

え
る
予
算
配
分
が
あ
っ
た
。
今
、「
手

弁
当
」
で
活
動
す
る
流
れ
の
中
で
、
新

た
な
努
力
と
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
自
主
的
な
研
究
・
研

修
の
機
会
や
組
織
作
り
も
進
め
ね
ば
と

思
う
。

　
「
一
極
集
中
」
の
あ
お
り
と
も
言
え

る
人
口
減
少
と
高
齢
化
は
、
想
像
以
上

の
苦
難
を
伴
っ
て
末
端
の
地
域
に
ま
で

浸
透
し
た
。
多
く
の
組
織
・
団
体
が
弱

体
化
と
戦
っ
て
い
る
。「
地
域
づ
く
り
」

の
テ
ー
マ
が
年
を
追
っ
て
重
み
を
増
し

迫
っ
て
き
た
。
次
々
に
中
央
か
ら
提
案

さ
れ
る
「
指
針
」
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が

不
消
化
の
ま
ま
宙
を
舞
い
足
元
に
十
分

根
付
か
な
い
。

　

子
ど
も
の
育
成
に
関
し
て
も
、
子
ど

も
の
「
囲
い
込
み
」
の
一
律
の
体
制
づ

く
り
が
入
り
込
ん
で
、
地
域
の
環
境
や

資
源
の
活
用
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
子
ど

も
の
主
体
性
育
成
に
も
心
配
が
あ
る
。

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
戦
略
作
り
に
意
識

が
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

近
年
、
改
め
て
「
島
根
の
社
会
教
育

で
大
切
に
し
た
い
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

議
論
を
重
ね
て
き
た
。
社
会
教
育
委
員

も
、
地
域
と
と
も
に
あ
り
、
住
民
と
と

も
に
あ
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。

　

足
元
を
語
り
合
う
こ
と
の
有
効
性
は
、

議
論
中
の
笑
顔
や
共
感
の
表
情
が
立
証

し
て
い
る
。
島
根
の
県
民
性
は
、
元
々

「
人
と
の
つ
な
が
り
」、「
思
い
や
り
」

に
特
色
と
価
値
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
き

た
。
地
元
か
ら
一
層
鍛
え
直
す
こ
と
が

大
切
だ
ろ
う
。

　

一
昨
年
開
催
し
た
中
国
・
四
国
地
区

社
会
教
育
研
究
大
会
に
向
け
て
は
、
全

県
の
活
動
・
研
修
の
深
化
の
機
会
と
も

な
っ
た
。
大
会
を
終
え
た「
直な
お

会ら
い

」（
大

交
流
会
）
に
は
１
２
８
人
の
笑
顔
が

集
っ
た
。
地
方
の
地
力
の
一
端
が
見
え

て
い
た
。
地
に
つ
い
た
社
会
教
育
の
新

た
な
芽
生
え
が
具
体
的
に
動
き
始
め
て

い
る
。

県
社
連
の
活
動
報
告

　

和
歌
山
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協

議
会
（
県
社
連
）
は
県
内
30
市
町
村

２
５
３
名
（
令
和
６
年
度
）
の
社
会
教

育
委
員
を
も
っ
て
構
成
し
て
い
ま
す
。

県
社
連
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、
春
の

講
演
会
、秋
の
研
究
大
会
が
あ
り
ま
す
。

開
催
地
は
和
歌
山
県
を
２
分
割
し
、
紀

北
、紀
南
に
分
け
、春
は
紀
北
地
域
、秋

は
紀
南
地
域
で
行
っ
て
い
ま
す
。
春
の

講
演
会
は
総
会
と
同
日
に
開
催
し
、
和

歌
山
県
市
町
村
社
会
教
育
主
事
等
連
絡

協
議
会
と
共
催
し
て
お
り
ま
す
。
秋
の

研
究
大
会
で
は
、
前
半
に
講
演
会
、
後
半

に
は
講
演
を
受
け
て
の
意
見
交
換
の
ほ

か
、日
ご
ろ
社
会
教
育
委
員
と
し
て
活
動

し
て
い
く
中
で
の
思
い
や
疑
問
点
等
々

を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
共
有
し
て

い
ま
す
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加

者
の
方
々
の
意
見
が
活
発
に
発
せ
ら
れ
、

い
つ
も
時
間
が
足
り
な
い
状
況
と
な
る

た
め
、今
後
、運
営
に
つ
い
て
も
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

秋
の
研
究
大
会
の
研
究
主
題
は
、
２

年
に
１
度
、
和
歌
山
県
社
会
教
育
委
員

会
議
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
令
和
５
年
度

の
研
究
大
会
は
、令
和
４
・５
年
度
の
県

社
会
教
育
委
員
会
議
テ
ー
マ
で
あ
っ
た

「
社
会
教
育
施
設
を
核
と
し
た
生
涯
学

習
の
在
り
方
」
を
研
究
主
題
と
し
ま
し

た
。
本
研
究
大
会
を
通
じ
て
、県
内
各
地

の
社
会
教
育
委
員
の
皆
様
に
も
県
の
取

組
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
和
歌
山
県
の

社
会
教
育
を
、
県
社
会
教
育
委
員
会
議

と
我
々
県
社
連
が
両
輪
と
な
っ
て
充
実

さ
せ
て
い
く
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
社
会
教
育
委
員
会
議
で
は
、

「
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
生
涯
学
習

の
在
り
方
」
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お

り
、
県
社
連
で
の
今
後
の
活
動
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
９
月
５
日（
金
）に
は
、和
歌

山
県
民
文
化
会
館
を
中
心
に
令
和
７
年

度
近
畿
地
区
社
会
教
育
研
究
大
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
研
究
主
題
は「
人
の

和
と
地
域
の
和
、全
世
代
の
主
体
的
な
学

び
を
支
え
る
社
会
教
育
」と
し
て
、
実
り

多
き
大
会
に
な
る
よ
う
な
企
画
を
考
え

て
い
る
次
第
で
す
。
近
畿
地
区
の
社
会
教

育
委
員
の
皆
様
方
の
多
数
の
参
加
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

和歌山県社会教育委員
連絡協議会

会長　辻　敏弘

島根県社会教育委員�
連絡協議会

会長　有馬毅一郎
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理
事
会
・
総
会
報
告

●
令
和
６
年
度
第
２
回
理
事
会
、第
２
回
総
会
の
開
催

　

令
和
６
年
度
第
２
回
理
事
会
は
、
全

国
社
会
教
育
研
究
大
会
茨
城
大
会
の
第

１
日
目
、
10
月
23
日
（
水
）
に
、
第
２
回

総
会
は
２
日
目
、
24
日
（
木
）
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

理
事
会
及
び
総
会
の
議
題
等
は
次
の

と
お
り
で
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
第
３
号
議
案
の
第
69
回
全

国
社
会
教
育
研
究
大
会
は
東
海
北
陸
地

区
・
愛
知
県
で
の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
議
事
】

第
１
号
議
案　

第
66
回
全
国
社
会
教
育

研
究
大
会（
茨
城
大
会
）に
つ
い
て

第
１
号
議
案　

第
67
回
全
国
社
会
教
育
研

究
大
会（
岩
手
大
会
）に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

第
68
回
全
国
社
会
教
育
研

究
大
会（
大
阪
大
会
）に
つ
い
て  

第
３
号
議
案　

第
69
回
全
国
社
会
教
育
研

究
大
会
の
開
催
地
区
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

理
事
の
退
任
及
び
選
任
に

つ
い
て

退
任
:
斎
藤
陽
子（
栃
木
県
社
会
教
育
委

員
協
議
会
会
長
）

選
任
:
佐
竹
信
哉（
栃
木
県
社
会
教
育
委

員
協
議
会
会
長
）

【
報
告
】

○　

令
和
６
年
度
社
会
教
育
委
員
活
動

活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
及
び
助
成
事
業
に

つ
い
て

【
そ
の
他
】

○
今
後
の
総
会
等
の
日
程
に
つ
い
て

事
務
局
担
当
者
会
議
を
開
催

　

第
66
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
茨

城
大
会
の
初
日
第
１
日
目
の
10
月
23
日

（
水
）に
、
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市

社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
等
事
務
局

担
当
者
会
議
が
開
催
さ
れ
、
29
府
県
市

か
ら
41
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
内

容
の
概
要
は
１
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
。

今
後
の
会
議
予
定

◆
令
和
７
年
度
第
１
回
理
事
会
・
第
１

回
総
会
（
総
会
休
憩
時
に
新
理
事
に

よ
る
第
２
回
理
事
会
開
催
）

期
日
:
令
和
７
年
５
月
23
日（
金
）

時
間
:
理
事
会
／
11
時
30
分
～
13
時

総　

会
／
14
時
30
分
～
16
時
30
分

会
場
:
日
本
弘
道
会
ビ
ル
（
東
京
都
千

代
田
区
西
神
田
）

◆
令
和
７
年
度
第
３
回
理
事
会

期
日
:
令
和
７
年
10
月
29
日（
水
）

時
間
:
14
時
～
15
時
30
分

会
場
:
ア
イ
ー
ナ
（
い
わ
て
県
民
情
報

交
流
セ
ン
タ
ー
）

◆
令
和
７
年
度
第
２
回
総
会

期
日
:
令
和
７
年
10
月
30
日（
木
）

時
間
:
10
時
～
11
時
30
分

会
場
:
ア
イ
ー
ナ（
い
わ
て
県
民
情
報

交
流
セ
ン
タ
ー
）

◆
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
社
会
教

育
委
員
連
絡
協
議
会
等
事
務
局
担
当

者
会
議

期
日
:
令
和
７
年
10
月
29
日（
水
）

時
間
:
16
時
～
17
時
30
分

会
場
:
ア
イ
ー
ナ
（
い
わ
て
県
民
情
報

交
流
セ
ン
タ
ー
）

◆
令
和
７
年
度
第
４
回
理
事
会

期
日
:
令
和
8
年
２
月
下
旬

時
間
:
理
事
会
／
11
時
30
分
～
13
時

（
予
定
）

総　

会
／
14
時
30
分
～
16
時
30
分

（
予
定
）

◆
令
和
７
年
度
第
３
回
総
会

期
日
:
令
和
8
年
２
月
下
旬

時
間
:
14
時
30
分
～
16
時（
予
定
）

会
場
:
日
本
弘
道
会
ビ
ル
（
東
京
都
千

代
田
区
西
神
田
）

社会教育の明日を拓く　社教情報 No.92
特集テーマ　超高齢社会と社会教育委員

《巻頭論文》 社会教育は「超高齢社会」をどう捉えるか 文教大学学園理事長　野島 正也
《特　集》 神部 純一、中川 法夫、丸田 昭文、古市 勝也、生尾 光
《この人に聞く》　ソーシャルコーディネートかながわ代表理事　手塚 明美 取材：坂口 緑
《社会教育委員の活動》　見澤 淑惠（水戸市）・早川 日出利(苫前町)
《答申･提言》　指宿市社会教育委員の会議答申（令和６年３月） 石川 賀一
《社会教育委員Ｑ＆Ａ》 宮地 孝宜
《社会教育委員リレートーク》　群馬県から栃木県

編集・発行　（一社）�全国社会教育委員連合

令和７年２月発行　360円


